
 

 

113 第６章 関連文化財群に関する事項 

平戸市文化財保存活用地域計画 

「港市平戸」の歴史文化まちづくり 

第６章．関連文化財群に関する事項 

６－１．関連文化財群設定の方針 
 平⼾市において、⽂化遺産や⾃然遺産を歴史

的・地域的関連性に基づき一定のまとまりとして捉

え、これらの地域資源を一体的に保存・保全・活用

し、⽂化観光を推進していくことは、それら地域資源

の魅⼒を⾼め、分かりやすく価値を伝えるための効

果的な方策であるとの認識から、市域において関連

⽂化財群を設定する。 

 ⽂化財は、単に有形のモノとして存在しているので

はなく、その⽂化財を支えてきた人や祭りなどの伝統

⽂化、周辺の地域資源などと密接に関連しており、

平⼾市において、それらを関連⽂化財群としてとら

え、活用していくことは次の点から大きな意味を持つ。 

①住⺠や来訪者に対しては、その価値について理解が促進される。 

→⽂化財は⾏政が主体となって重点保護を図るモニュメントではなく、地域における⻑年

の暮らしの結果作り出された地域の宝ものであることが、住⺠に再認識される。 

→⽂化財を点ではなく⾯で理解することは、来訪者の周遊促進につながる。 

②地域資源にストーリーをつけることで、地域資源に対する住⺠の誇りや愛着が増す。 

→関連⽂化財群に対する住⺠の管理頻度の増加や現状変更などによる地域資源の不

意の滅失を防ぐことにつながり、地域資源とその周辺環境の維持向上を図ることができる。 

③その⽂化財の価値を示す全ての要素の保持につながる。 

→群として関連する諸要素を過不⾜なく把握することは、⽂化財の価値を示す完全性の

保持につながる。 

 上記のことから、関連⽂化財群を設定するにあたって細かい条件は付さないこととするが、そのス

トーリーが住⺠の価値観に合致しているかに留意する必要がある。次項に平⼾市の関連⽂化財

群一覧を示すが、今後、地域で継続的に実施される悉皆調査により、新たな関連⽂化財群が

設定されることになるため、柔軟な対応を⾏うこととする。 



 

 

 

114       

６－２．平⼾市の関連文化財群一覧 
関連⽂化財群の設定の方針（６－１）と平⼾市の歴史的環境（２－４）及び平⼾市の

歴史⽂化の特徴（第４章）を踏まえ、平⼾市の関連⽂化財群のテーマを大きく次のように分類

し、それぞれのテーマに関連する関連⽂化財群を表 25 のように設定した。 

特に、「生活生業により形成されてきた関連⽂化財群」は、今後、季節暦を基礎とした総合的

把握調査の進捗状況に合わせて随時追加していくものである。 

表 25 関連文化財群一覧 
関連文化財群のテーマ 個別の関連文化財群の名称 群を構成する地域資源 

【テーマ１】 
城下町において形成されてき
た関連⽂化財群 

①平⼾おくんちにみる関連⽂化財群 
（詳細６－２－１） 

[有形] ⻲岡神社、神楽殿、
七郎宮、幸橋など 
[無形]  平⼾神楽、築地町の
ジャ踊り、宮の町の獅子舞など 

②武家茶道にみる関連⽂化財群 
（詳細６－２－２） 

[有形] 棲霞園、梅ヶ谷偕楽
園、閑雲亭、武家屋敷郡など 
[無形] 茶道（鎮信流）、茶
菓子づくりなど 

③港を支配していた平⼾藩主松浦
ま つ ら

家にみる関
連⽂化財群 
（詳細６－２－３） 

[有形] 平⼾城、旧松浦家住
宅、棲霞園、梅ヶ谷偕楽園、墓
地、関連資料など 
[無形] － 

【テーマ２】 
港市平⼾において形成され
てきた関連⽂化財群 

④国際交流を基層とする関連⽂化財群 
（詳細６－２－４） 

[有形] 平⼾オランダ商館、田
平天主堂、三浦按針墓地など 
[無形] かくれキリシタン習俗、
茶道、南蛮菓子づくりなど 

⑤キリシタン⽂化を基層とする関連⽂化財群 
（詳細６－２－５） 

[有形] 天門寺跡、聖地ウシワ
キの森、中江ノ島、教会堂など 
[無形] かくれキリシタン習俗、
カトリック など 

【テーマ３】 
生活生業により形成されてき
た関連⽂化財群 

⑥捕鯨から展開してきた漁業集落にみる関連
⽂化財群 
（詳細６－２－６） 

[建造物]  益富家住宅、大島
村神浦伝統的建造物群保存
地区、など 
[活動] 須古踊、勇魚捕唄、
定置網操業など 

⑦農⼭漁村集落（春⽇集落と安満岳）にみ
る関連⽂化財群 
（詳細６－２－７） 

[有形] 伝統的な木造家屋
群、キリシタン墓地、中江ノ島、
棚田、石造物群など 
[無形] かくれキリシタン習俗な
ど 

⑧下
し も

方
か た

街道にみる関連⽂化財群 
（詳細６－２－８） 

[有形] ⻲岡神社、安満岳、
志々伎⼭、下方街道、古田村
本陣跡、関連資料など 
[無形] － 

・各関連⽂化財群の歴史的関連性を示したものが図 47 である。 
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平戸市文化財保存活用地域計画



 

 

117 第６章 関連文化財群に関する事項 

平戸市文化財保存活用地域計画 

「港市平戸」の歴史文化まちづくり 

図 48 関連文化財群位置図  

 

①平戸おくんちにみる関連文化財群 

③港を支配していた平戸藩主松浦家 

にみる関連文化財群 
②武家茶道にみる関連文化財群 

④国際交流を基層とする関連文化財群 

⑤キリシタン文化を基層とする関連文化財群 

⑥捕鯨から展開してきた漁業集落にみる関連文化財群 

⑦農山漁村集落（春日集落と安満岳） 

にみる関連文化財群 

⑧下方街道にみる関連文化財群 
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６－２－１．平⼾おくんちにみる関連文化財群 

関連文化財群の概要 文化遺産および周辺環境 
 
平⼾では、秋の収穫を感謝して 10 月から 12 月にか

けて各地で氏神の祭りが営まれ、「おくんち」と呼ばれてい
る。中でも平⼾城の旧⼆の丸にある⻲岡神社の例⼤祭
（10 月 24〜27 日）は規模が⼤きく、24 日の事始
神事に始まり、25 日は神輿を引き連れた⾏列が城下
町を練り歩く御神幸祭、26 日は境内で平⼾神楽が奉
納される。⻲岡神社は明治 11 年（1878）に 4 社が
合祀されたものだが、例祭の起源は遠く遡り、祭りのルー
トは江⼾期の歴史的な街区と⼀致する。 
 祭りを⾏う神社や御神幸を⾏う歴史的な街区などは、
地域で受け継がれてきた伝統文化と密接に関わる関連
文化財群である。 
 
 

 
平⼾おくんち（御神幸⾏列の様⼦） 
 
【関連文化財群の構成】 
・⻲岡神社本殿、幣殿及び登廊、拝殿、神楽殿
【国登録】 
・七郎宮（七郎神社） 
・幸橋（国指定建造物） 
・歴史的な街区 
・平⼾おくんち⾏事 
・平⼾神楽（国指定無形⺠俗） 
・築地町のジャ踊り【（市指定無形⺠俗） 
・宮の町の獅⼦舞 
・関連資料（平⼾年中⾏事絵巻ほか） 

 

 

 
⻲岡神社本殿・幣殿及び登廊・拝殿（国登録建 
造物）1880 年 
 

 
⻲岡神社神楽殿（国登録建造物） 
1880 年 
 

 
七郎宮（七郎神社） 
 

 
幸橋（国指定建造物） 
1702 年架橋 城と城下町を結んでいた石橋 
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平戸市文化財保存活用地域計画 

「港市平戸」の歴史文化まちづくり 

 

 関連資料 
 

                
               歴史的な街区の範囲 

                
平⼾神楽（国指定無形⺠俗） 

                
築地町のジャ踊り（市指定無形⺠俗） 

 
宮の町の獅⼦舞 

 

 
寛政四年平⼾六町図（1792） 
 

 
寛政四年平⼾六町図（⼀部拡⼤） 
 

 
平⼾城下家中之図（⼀部拡⼤） 
 

 
平⼾年中⾏事絵巻（例祭御幸⾏列図） 
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（１）平⼾おくんちと歴史の道（街区） 

 平⼾城下の世襲の武家屋敷の配置を⽰した平⼾城下家中之図（1810 頃）や、正保平⼾

城下図（1645）と現在の街区を対比すると、多くの場所で⼀致することが分かる。また、⻲岡

神社から七郎神社までの御神幸⾏列のルートは、これらの絵図に描かれている主要な街区内で

完結していることも確認された。近年の道路改良や護岸整備、宅地造成などにより、城下町の⾯

影を残す景観が失われつつある中で、当時の形態を今も留める街区は、江⼾期の様⼦を描く絵

図などの歴史史料とともに重要な要素である。幸橋は架橋から現在に至るまで、城下町と城を繋

ぐ重要な結節点として利⽤されており、重要文化財として象徴的な道（場所）になっている。 

  
図 49 平⼾城下家中之図（1810 頃）一部拡大   図 50 正保平⼾城下図（1645）一部拡大  

（２）⻲岡神社本殿、幣殿及び登廊・拝殿・神楽殿（国登録建造物） 

 明治 13 年（1880）平⼾場内にあった霊椿⼭神社が⽼朽化したため、町部にあった七郎神

社、乙宮神社、八幡神社の 3 社と合祀して⻲岡神社が建てられた。 

 ⻲岡神社は平⼾城⼆の丸跡に鎮座しており、境内北部中央の⾼い石垣の上に本殿が建てら

れている。入口は桁側から入る平入りで、正⾯中央に階段があり、左右に神像を安置する独特

の形式である。本殿より⼀段下に拝殿があり、阿翁石と呼ばれる玄武岩で作られた基壇の上に

建てられ、桁⾏ 3 間、梁間 3 間の入⺟屋造、本⽡葺で、3 ⾯に欄干を付した廊下が廻り、正

⾯に石段が設けられている。拝殿と本殿の間にあるのが幣殿及び登廊である。神楽殿は、参道の

東側に⻄⾯して建ち、桁⾏ 3 間、梁間 3 間、入⺟屋造、本⽡葺の建物である。床は板張りで

四⽅は吹放しとなっている。懸⿂には神社名にちなみ、⻲の装飾が施されている。 

   
写真 64 ⻲岡神社本殿・登廊                 写真 65 神楽殿 
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平戸市文化財保存活用地域計画 

「港市平戸」の歴史文化まちづくり 

図 51 平⼾おくんちにみる関連文化財群の分布図 

拡大図 
亀岡神社 

神楽殿 

 

幸橋 

 

歴史的街区 

七郎宮 
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６－２－２．武家茶道にみる関連文化財群 

関連文化財群の概要 文化遺産および周辺環境 
 

平⼾松浦家第 29 代鎮
し げ

信
の ぶ

（天
て ん

祥
しょう

）は、内政の功労

者として誉れ⾼く、詩歌や茶道を嗜み、茶道鎮
ち ん

信
し ん

流を
創始した。 
茶の湯は、⽚桐貞昌など広く深く研鑽し、⾃ら悟るとこ

ろあって石州流を基本とし、これに他流の要素を取り入
れ鎮信流と称した。「武道を風流の中に寓し、⼼胆を茶
儀の間に養うべし」と称し、主に武門の間に⾏われ、いわ
ゆる武家茶として有名であり、鎮信の著書に「茶湯由来
記」がある。 
閑雲亭や武家屋敷に設けられた茶室や庭園のほか、

伝統的な主
お も

菓⼦などは、地域で受け継がれてきた茶道
と密接に関わる関連文化財群である。 
 
 

 
茶道・鎮信流 

平⼾松浦家第 41 代 章
あきら

（宏
こ う

月
げ つ

） ※現当主 
 
【関連文化財群の構成】 
・棲霞園（国指定名勝） 
・梅ヶ谷津偕楽園（国指定名勝） 
・閑雲亭・閑雲亭待合（国登録建造物） 
・武家屋敷（国登録建造物） 
・冨春園・冨春庵（市指定史跡） 
・茶道（鎮信流） 
・南蛮菓⼦（カスドースほか） 
・関連資料（百菓之図、御花畑絵図ほか） 

 

 

 
棲霞園（国指定名勝） 
 

 
梅ヶ谷津偕楽園（国指定名勝） 
 

 
閑雲亭・閑雲亭待合（国登録建造物） 
 

 
武家屋敷（国登録建造物）の管理、お庭公開 



 

 

123 第６章 関連文化財群に関する事項 

平戸市文化財保存活用地域計画 

「港市平戸」の歴史文化まちづくり 

 

 関連資料 
                         

   
茶道（鎮信流）と復元された南蛮菓⼦（カスドース） 

 

               
              カスドース（菓⼦作りの継続） 
 

               
              栄⻄が茶の種をまいた冨春園・冨春庵（市指定史跡） 
               

 

 
御花畑絵図（1864）（棲霞園） 
 

 
百菓之図（16 世紀に伝わった南蛮菓⼦のほか、京
や江⼾の⼈気菓⼦を集めたもの） 
 

 
百菓之図拡⼤ 
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（１）南蛮菓⼦（茶菓⼦）作りの継承 

 平⼾松浦家第 35 代熈
ひろむ

（観
か ん

中
ちゅう

）は、百種類の菓⼦作りを平⼾城下の名店、蔦
つ た

屋と堺屋に

命じ、天保 12 年（1841）より 6 年の歳月を重ね、ようやく百菓を完成させた。この百菓を極

彩色で描き、菓名と製法を記したものが『百菓之図元本』である。 

   
写真 66 復元菓⼦のひとつ「烏

う
羽
ば

玉
だ ま

」                  

（２）茶室・武家屋敷 

 梅ヶ谷津偕楽園は、平⼾松浦家第 35 代熈
ひろむ

（観
か ん

中
ちゅう

）の別邸地として造られ、側室の幾世が

住んだ場所である。平⼾瀬⼾を望む眺めの良い場所に⽴地しており、邸宅は「真写楼」、「格⾼

楼」、「風月軒」、「朱⽵の間」のほか、複数の部屋で構成される。「風月軒」は茶室として使わ

れ、梅谷津御茶室とも呼ばれていた。 

 棲霞園も同じく、第 35 代熈（観中）が設計した庭園である。庭園は文政 12 年（1829）

に完成したといわれ「御
お

花
はな

畑
ばたけ

」とも呼ばれた。当初の建物としては、言
げ ん

葉
よ う

亭
て い

と錦
き ん

斎
さ い

が現存する。 

  
写真 67 梅ヶ谷津偕楽園（1833 頃）         写真 68 棲霞園・⾔葉亭（1824 頃） 

     （国指定名勝）                         （国指定名勝） 

（３）禅の伝来と茶の起り 

 ⽊引町に臨済宗の千光禅寺があり、もと冨春庵という栄⻄千光国師の禅房である。栄⻄は、

宗より建久 2 年（1191）平⼾古江湾の葦ヶ浦（⽊引）に着船、ここに道場を開き、禅規を

⾏ったとされる。 
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平戸市文化財保存活用地域計画 

「港市平戸」の歴史文化まちづくり 

 図 52 武家茶道にみる関連文化財群の分布図 

 

拡大図 

閑雲亭 

棲霞園 

武家屋敷 

偕楽園 

冨春庵 

冨春園 
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６－２－３．港を支配していた平⼾藩主松浦家にみる関連文化財群 

関連文化財群の概要 文化遺産および周辺環境 
 
江⼾時代、平⼾藩 6 万石余りを治めた平⼾藩主松

浦家の出⾃は古く、平安時代までさかのぼる。1200 年
代初期に平⼾港の「舘⼭」に居を構え、室町時代の
1400 年代半ば頃より勢⼒を伸ばし戦国⼤名となった。
勢⼒を伸張させることができた背景には、海外交易によ
る経済的発展と鉄砲等の武器輸入などがあったという。
また、江⼾時代、海禁政策を取る以前には、平⼾オラン
ダ商館や平⼾イギリス商館を開設させるなど、松浦家は
外交に通じた⼤名家でもあった。また、江⼾時代後期の

平⼾松浦家第 34 代清
きよし

（静
せい

⼭
ざ ん

）は学芸⼤名ともいわ
れ、当時⼀流の文化⼈として有名である。 
平⼾港周辺に集積する松浦家に関連する文化遺産

は、数百年にわたり港を⽀配していた松浦家の歴史を今
に伝える貴重な関連文化財群である。 
 
 

 
松浦家の本拠地であった平⼾港 
 
【関連文化財群の構成】 
・平⼾港 
・平⼾城（旧日の岳城跡） 
・旧松浦家住宅（県指定建造物） 
・棲霞園（国指定名勝） 
・梅ヶ谷津偕楽園（国指定名勝） 
・お部屋坂・舘⼭ 
・白狐⼭城跡 
・隆信（道可）墓 
・関連資料 甲⼦夜話（県指定歴史資料）、紺
糸威肩白赤胴丸（国指定工芸品）、伝八幡船の
旗⼀流（県指定工芸品）、松浦家文書（県指定
古文書）ほか 

 

 

 
平⼾城（旧日の岳城跡） 
 

 
旧松浦家住宅（県指定建造物） 
 

 
棲霞園（国指定名勝） 
 

 
梅ヶ谷津偕楽園（国指定名勝） 
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平戸市文化財保存活用地域計画 

「港市平戸」の歴史文化まちづくり 

 

 関連資料 
               

               
お部屋坂・舘⼭ 
 

               
              白狐⼭城跡 
 

               
              平⼾松浦家第 25 代隆

た か
信
の ぶ

（道
ど う

可
か

）墓 
               

               
              平⼾松浦家第 26 代鎮

し げ
信
の ぶ

（法
ほ う

印
い ん

）墓 

 

 
甲⼦夜話（副本・写本）（県指定歴史資料） 
 

 
紺糸威肩白赤胴丸（国指定工芸品） 
 

 
伝八幡船の旗 ⼀流（県指定工芸品） 
 

 
松浦文書（県指定古文書） 
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（１）平⼾藩主松浦家の歴史 

 江⼾時代、平⼾藩６万石余りを治めた平⼾藩主松浦家の出⾃は古く、平安時代までさかの

ぼる。平家が滅亡した壇ノ浦合戦では⽔軍を率い平家⽅として参戦し、鎌倉時代の蒙古襲来に

おいては防戦に参戦したという史料がある。 

 江⼾時代の平⼾藩領は、平⼾島をはじめとして、 おおよそ現在の佐世保市から北松浦半島、

壱岐市、五島列島の⼀部をふくむ範囲であった。鎌倉・南北朝時代における松浦家は、平⼾島

北部と五島の⼩値賀等を領する「海の武⼠団」松浦
ま つ ら

党の⼀氏にすぎなかったが、室町時代の

1400 年代半ば頃より松浦党内部において勢⼒を伸ばし戦国⼤名となっている。これだけ勢⼒を

伸張させることができた背景には、港市としての特性を生かした海外交易による経済的発展と鉄

砲等の武器輸入などがあったと考えられている。 

 関が原の戦いにより天下⼈となった徳川家康により江⼾幕府が開かれるが、豊臣氏との関係の

深かった松浦家は、その動向を疑われたようであり、慶⻑ 18 年（1613）には完成したばかりの

居城(日の岳城：現在の平⼾城同所）を平⼾松浦家第 26 代鎮
し げ

信
の ぶ

(法
ほ う

印
い ん

）⾃ら放火し焼き

払ったといわれている。 

 しかし、徳川綱吉が 5 代将軍となってからは状況が変化し、平⼾藩主は幕府内で厚遇された。

将軍綱吉のもと、第 29 代鎮
し げ

信
の ぶ

（天
て ん

祥
しょう

）・第 30 代棟
たかし

（雄
ゆ う

香
こ う

）は幕府内部で登⽤され、特に

第 30 代棟（雄香）は外様⼤名ではじめて江⼾幕府の寺社奉⾏に任命された。 

 江⼾時代初期、海禁政策を取る以前には、平⼾オランダ商館や平⼾イギリス商館を開設させ

るなど、松浦家は外交に通じた⼤名家でもあった。また、江⼾時代後期の第 34 代清
きよし

（静
せ い

⼭
ざ ん

）

は「学芸⼤名」ともいわれ、当時⼀流の文化⼈として有名である。第 37 代詮
あきら

（⼼
し ん

月
げ つ

）の時代

に明治維新を迎え、平安時代末期より当地域を治めた松浦家の歴史において⼤きな転換点と

なった。 

 
写真 69 夜の平⼾港（港を中⼼に、平⼾城、寺社、教会堂など多様な文化遺産が集積している。） 
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平戸市文化財保存活用地域計画 

「港市平戸」の歴史文化まちづくり 

図 53 港を支配していた平⼾藩主松浦家にみる関連文化財群の分布図 

 

拡大図 お部屋の坂 

旧松浦家住宅 

棲霞園 

平戸城 

白狐山城跡 

墓地 

偕楽園 
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６－２－４．国際交流を基層とする関連文化財群 

関連文化財群の概要 文化遺産および周辺環境 
 
古来より、⼤陸との交易を⾏っていた平⼾港において、

天文 19 年（1550）、ポルトガル船の来航とともに始
まった⻄洋との交易は地域に⼤きなインパクトを与えた。
南蛮文化とも呼ばれた様々な文物や信仰などは、港を
中⼼に受け入れられ、市内に広がりを⾒せながら、その
⼀部は今日まで継承されている。 
平⼾和蘭商館跡や幸橋、当時伝えられたキリシタン

信仰のほか、交流の痕跡を⽰す埋蔵文化財などは、
400 年以上にも及ぶ、平⼾における南蛮文化の伝播
と受容のプロセスを⽰す関連文化財群である。 
 
 

 
国際交流の窓口として機能した平⼾港 
 
【関連文化財群の構成】 
・平⼾オランダ商館 平⼾和蘭商館跡（国指定史
跡） 
・田平天主堂（国指定建造物） 
・閑雲亭（国登録建造物） 
・三浦按針墓地 
・幸橋（国指定建造物）※オランダ橋 
・オランダ塀（国指定史跡） 
・オランダ埠頭（国指定史跡） 
・オランダ船錨及び付属文書（県指定歴史資料） 
・かくれキリシタン習俗（国選択無形⺠俗） 
・フランシスコ・ザビエル記念碑 
・関連資料 宣教師書簡、御花畑絵図、百菓之
図、異国船絵巻⼀巻（県指定絵画） 

 

 

 
平⼾和蘭商館跡（国指定史跡） 
 

 
田平天主堂（国指定建造物） 
 

 
閑雲亭（国登録建造物） 
 

 
三浦按針（ウィリアム・アダムス）墓 
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「港市平戸」の歴史文化まちづくり 

 

 関連資料 
               

               
              幸橋（オランダ橋）（国指定建造物） 
 

               
              オランダ塀（左）オランダ埠頭（右）（国指定史跡） 
 

               
              かくれキリシタン習俗（国選択無形⺠俗） 
 

               
フランシスコ・ザビエル記念碑 

 

 
宣教師書簡 
 

 
御花畑絵図（1864）（棲霞園） 
 

  
百菓之図（16 世紀に伝わった南蛮菓⼦のほか、京や
江⼾の⼈気菓⼦を集めたもの） 
 

 
異国船絵巻 ⼀巻（県指定絵画） 
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（１）平⼾和蘭商館跡（国指定史跡） 

 慶⻑ 14 年（1609）に江⼾幕府から貿易を許可された東インド会社が、平⼾松浦家第 28

代隆
た か

信
の ぶ

（宗
そ う

陽
よ う

）の導きによって平⼾に設置した東アジアにおける貿易拠点である。商館⻑日記

などの記述によると、当初は⼟蔵の付属した住宅 1 軒を借りて始まり、その後、貿易が拡⼤する

に従い、慶⻑ 17 年（1612）、元和 2 年（1616）、元和 4 年（ 1618）、元和 9 年

（1623）、寛永 14 年（1637）、寛永 16 年（1639）に順次施設の拡⼤整備が⾏なわ

れた。しかし、寛永 17 年（1640）、将軍徳川家光の命を受けた⼤目付井上政重により、寛

永 16 年（1639）建造の倉庫にキリスト生誕にちなむ⻄暦の年号が⽰されているとして、当時

の禁教令の下、全ての建物の破壊が命じられた。寛永 18 年（1641）5 月には、商館は⻑崎

出島へ移転。これによって、33 年間の平⼾オランダ商館の歴史に幕が下ろされた。以降、跡地は

平⼾の町⼈地となり、「御船⼿屋敷」（船を操る⼈たちの屋敷）が建ち並ぶ。江⼾時代の絵図

をみると、井⼾に「阿蘭陀川」、塀に「阿蘭陀塀」と書き込まれており、商館の遺構のいくつかは、

江⼾時代を通じてオランダの名を付して呼ばれていたことが分かる。 

※現在も、オランダ埠頭、オランダ井⼾、オランダ塀と呼ばれる遺構が残されている。 

 ⼤正 11 年（1922）、跡地は「平⼾和蘭商館跡」として国史跡の指定を受け、昭和 62 年

（1987）からは本格的な発掘調査が開始された。平成 23 年（2011）に寛永 16 年

（1639）築造倉庫が復元されている。 

（２）幸橋（オランダ橋）（国指定建造物） 

 築地が埋め⽴てられる以前は、平⼾港は現在より深く湾入しており、今の⿂の棚町あたりまで船

舶が入っていたと考えられる。そのため、城と城下町との往来は、その入口部を船で渡らざるを得な

かった。寛文 9 年（1669）平⼾松浦家第 29 代鎮
し げ

信
の ぶ

（天
て ん

祥
しょう

）が、その入口に⽊橋を架け便

なるため幸橋と呼ばれた。元禄 15 年（1702）第 30 代棟
たかし

（雄
ゆ う

香
こ う

）がこれを石橋に改架し

た。これを別名オランダ橋という。オランダ商館の石造建築に従事した石工からその技法を伝授さ

れた石工によって架橋されたからという。幸橋から更に上流部に位置する法⾳寺橋は、幸橋架橋

前に試架されたものといわれる。 

  
図 54 正保平⼾城下図（1645 頃）           写真 70 法音寺橋 
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「港市平戸」の歴史文化まちづくり 

図 55 国際交流を基層とする関連文化財群 

 

三浦按針墓 

ザビエル記念碑 

平戸オランダ商館 

オランダ埠頭、オランダ塀 

閑雲亭 

幸橋 

法音寺橋 

田平天主堂 
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６－２－５．キリシタン文化を基層とする関連文化財群 

関連文化財群の概要 文化遺産および周辺環境 
 
⼤航海時代、⻄洋文明の波は極東の日本にも押し寄

せ、南蛮船とともにキリスト教が伝来した。天文 19 年
（1550）、フランシスコ・ザビエルにより平⼾に伝えられ
たキリスト教は、以降、イエズス会の宣教師によって九州
地⽅を中⼼に⻄日本⼀帯に広がりをみせる。この受容の
過程は、16 世紀におけるキリスト教の日本への伝播及
び日本国内での普及、信徒が密かに信仰を継承した慶
⻑ 19 年（1614）以降の禁教時代の潜伏、そして
19 世紀半ばに禁教が解かれた後の復活と、⼤きく 3 段
階に分けられる。 
⼤航海時代に⻄洋から初めて日本にもたらされたキリス

ト教は⼈々に受け入れられ、⻑期間の潜伏時代を経る
ことで独特な伝統文化を形成した。 
「キリシタン文化を基層とする関連文化財群」は、16

世紀以来の東⻄交流と、この交流のなかで生まれた伝
統文化の継承を物語る顕著な物証である。 
 

 
平⼾で布教を開始したフランシスコ・ザビエル 
 
【関連文化財群の構成】 
・天門寺跡（16 世紀の教会跡） 
・聖地・ウシワキの森（市指定史跡） 
・聖地・中江ノ島（国選定文化的景観） 
・殉教地ガスパル様（市指定史跡） 
・殉教地ダンジク様（市指定史跡） 
・焼罪（市指定史跡） 
・平⼾島の文化的景観（国選定文化的景観） 
・かくれキリシタン習俗（国選択無形⺠俗） 
・田平天主堂（国指定建造物） 
・宝⻲教会（県指定建造物）、紐差教会（県指
定建造物）ほか市内教会堂 
・関連資料（宣教師書簡、かくれキリシタンご神体ほ
か） 

 

 

 
天門寺跡（16 世紀の教会跡）発掘調査の状況 
 

 
聖地・ウシワキの森（市指定史跡） 
 

 
聖地・中江ノ島 
 

  
殉教地ガスパル様        殉教地ダンジク様 
（市指定史跡）       （市指定史跡） 
 
焼罪（市指定史跡） 
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平戸市文化財保存活用地域計画 

「港市平戸」の歴史文化まちづくり 

 

 関連資料 
               

               
平⼾島の文化的景観（国選定重要文化的景観） 

                    

 
              かくれキリシタン習俗（国選択無形⺠俗） 
 

               
              田平天主堂（国指定建造物） 
 

                
宝⻲教会            紐差教会  
（県指定建造物）      （県指定建造物） 
 
※その他、市内の教会堂 

 

 
宣教師書簡（16〜17 世紀） 
 

  
かくれキリシタンご神体（納⼾神） 
 

 
博物館島の館（かくれキリシタン関連の展⽰） 
 

 
切⽀丹資料館（かくれキリシタン関連の展⽰） 
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（１）平⼾島の文化的景観（国選定重要文化的景観） 

 16 世紀の国際交流によりもたらされたもののひとつが信仰（キリスト教）である。平⼾は、天文

19 年（1550）にフランシスコ・ザビエルが⻑崎県内で初めて布教を⾏った場所であり、キリスト

教布教初期において中⼼的な場所であった。慶⻑ 4 年（1599）にそれまで布教に寛容であっ

た平⼾松浦家第 25 代隆
た か

信
の ぶ

（道
ど う

可
か

）が没すると、平⼾においてキリスト教の弾圧が始まる。生

月島や平⼾島⻄海岸地域は、キリスト教弾圧の時代においても信仰組織を維持し、「かくれキリ

シタン」という伝統文化を継承してきた集落である。納⼾神と呼ばれるご神体や、殉教聖地などを

祀りながら信仰を継承した。 

   
写真 71 キリシタン時代の墓地が発掘された丸尾山  写真 72 オテンペンシャと呼ばれる納⼾神（春⽇町） 

（２）田平天主堂（国指定建造物） 

 19 世紀になると、産業⾰命を達成して国⼒をつけた欧⽶列強が東アジアに進出するようにな

り、日本も欧⽶諸国の要求によって開国する。この幕末の動乱期に、代々受け継がれてきたキリ

シタン信仰は再び社会の表舞台に登場する。開国後の欧⽶諸国の強い抗議によって、キリスト教

の禁止を定めた⾼札が明治 6 年（1873）に撤去された。それ以降、禁教下で信仰を守り続け

てきた集落に、信仰継承の証として教会堂が建てられていった。潜伏時代の厳しい生活を思い起

こさせる辺境の地にひっそりと建つ⼩さな教会堂の数々は、⼭間部の斜⾯や⾼台、美しい島々の

入り江などに⽴地し、⻑崎地⽅の⾃然環境の中にあって、独⾃の集落景観を形成している。ま

た、それらの教会堂は建造物としても、日本の伝統的技術と⻄欧の建築技術・様式が融合した、

優れた価値を有している。 

  
写真 73 田平天主堂（国指定建造物）          写真 74 田平天主堂内観（国指定建造物） 
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図 56 キリシタン文化を基層とする関連文化財群 

かくれキリシタン 

 

中江ノ島 

ガスパル記念碑 

 

博物館島の館 

ダンジク様 

 

平戸島の文化的景観 

 

ウシワキの森 

切支丹資料館 

天門寺 

上神崎教会 

平戸ザビエル記念教会 

平戸口教会 

福崎教会 

田平天主堂 

古江教会 

中野教会 

宝亀教会 

山野教会 

紐差教会 

木ヶ津教会 

大佐志教会 
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６－２－６．捕鯨から展開してきた漁業集落にみる関連文化財群 

関連文化財群の概要 文化遺産および周辺環境 
 
平⼾島の北部に位置する的⼭⼤島及び北⻄側に位

置する生月島は、古くから好漁場に⾯した漁業の島とし
て栄えてきた。生月島における捕鯨は、享保 10 年
（1725）に始めた鯨突組から本格化し、享保 18 年
（1733）以降は網組に移⾏して⻄海各地の漁場に
進出していった。的⼭⼤島でも捕鯨は盛んに⾏われ、漁
村集落が形成されていく。幕末以降、⻄洋の捕鯨船の
活動の影響で捕獲量が減少したため、網組は廃止され
ていくが、鯨組で培った⼤規模漁業のノウハウは、その後
の巾着網（遠洋まき網）の経営にも活かされていった。 
生月島や的⼭⼤島に残るこれらの文化遺産は、捕鯨

を中⼼とした漁業により栄えてきた平⼾の歴史を⽰す関
連文化財群である。 
 
 

 
捕鯨は地域の主要な産業であった。 
 
【関連文化財群の構成】 
・生月・益富家住宅（県指定史跡）（県指定建
造物） 
・益富家が奉納した石鳥居 
・生月・納屋場跡 （市指定史跡） 
・⼤島村神浦伝統的建造物群保存地区（国選定
伝統的建造物群） 
・鯨の供養碑 （市指定有形⺠俗） 
・漁村の風景 
・生月⼤⿂藍観⾳ 

・勇⿂
い さ な

捕
と り

唄
う た

（市指定無形⺠俗） 
・定置網操業 
・関連資料 吉村組捕鯨文書（県指定古文
書）、⻄遊旅譚、捕鯨関係資料ほか 

 

 

 
生月・益富家住宅（県指定史跡、県指定建造物） 
 

  
益富家が奉納した石鳥居  生月・納屋場跡  

（市指定史跡） 

 
漁村の町並み 

 
⼤島村神浦伝統的建造物群保存地区 
（国選定伝統的建造物群） 

  
⼤島・鯨の供養碑（市指定有形⺠俗） 
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 関連資料 
               

               
              漁村の風景 
 

               
生月⼤⿂藍観⾳ 

 

  
勇⿂
い さ な

捕
と り

唄
う た

（市指定無形⺠俗） 
 

 
定置網操業（体験）、遠洋漁業 
 

 

 
捕鯨関係資料 
 

 
⻄遊旅譚（司⾺江漢） 
 

 
吉村組捕鯨文書 
 

 
捕鯨に関する展⽰（博物館島の館） 



 

 

 

140       

（１）鯨組主益冨家居宅跡（県指定史跡、県指定建造物、国登録建造物） 

 畳屋（のちの益冨）は、享保 10 年（1725）に生月島の舘浦で鯨突組の操業を始め、享

保 14 年（1729）に拠点を生月島北部に移し、網組編成に移⾏することで経営を安定させ

た。益冨組は、生月を拠点に壱岐や五島灘などの漁場に進出し、文政年間頃には 5 組の網組

を経営する日本⼀の規模になる。益冨家居宅跡には、江⼾時代の建物として主屋と座敷、御

成門のほか恵比寿神社などが残っている。⺟屋は棟札から嘉永元年（1848）、恵比寿神社

は祝詞文から文政 8 年（1825）、座敷も 18 世紀後期には存在していたと考えられる。 

  
写真 75 益冨家居宅跡（県指定史跡、国登録建造物）写真 76 恵比寿神社（県指定建造物） 

（２）吉村組捕鯨文書（県指定古文書） 

 生月島の鯨組主である吉村組に伝わっていた文書である。内容は出港先や鯨の捕獲頭数など

鯨組の操業内容、組織構成、納屋などの装備、船員の出身地などが正確かつ具体的に記録さ

れており、江⼾時代の捕鯨関係資料として最も古い（17 世紀中頃）ものである。 

（３）平⼾市⼤島村神浦伝統的建造物群保存地区（国選定伝統的建造物群】 

 17 世紀、井元氏が⾏った鯨組の経営にともなって神浦集落も発展していった。18 世紀に入

り、鯨組は廃業となるがこれらの施設跡地に町屋が建てられ、今日の町並みへとつながっている。

現在でも江⼾時代中期から昭和初期までの建物が、道の屈曲に沿うように建てられている。保存

地区は、21.2ha で、中世の漁村集落から鯨組の創業、その後の廃業を経て近世的な港町とな

り、その当時の様⼦を⼤きく変えることなく、離島の港町の風景を現代まで伝えている貴重な場所

である。 

  
写真 77 神浦の町並み（国選定伝統的建造物群】   写真 78 大島の須古踊（国選択無形⺠俗） 
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図 57 捕鯨から展開してきた漁業集落にみる関連文化財群 

 

大島村神浦地区伝統的建造物群保存地区 

鯨の供養碑 

 

 

 

納屋場跡 

 

益富家居宅跡 

恵比寿神社 

生月大魚藍観音 

漁村の風景 

博物館島の館 

定置網操業 
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６－２－７．農山漁村集落（春⽇集落と安満岳）にみる関連文化財群 

関連文化財群の概要 文化遺産および周辺環境 
 
平⼾市⻄海岸に位置する春日集落は、16 世紀にも

たらされたキリスト教の影響を受け、住⺠全員がキリシタ
ン となり、その際に生まれた信仰形態と信仰対象の持つ
意味が集落の⼟地利⽤や生活文化に影響を与え、集
落⾃体に固有の文化的価値を与えてきた。現在、過疎
化や⾼齢化に伴い、その文化的伝統の継続が危機に
直⾯し、あるいは地域住⺠が祀りなどで⾏う⾏為につい
て、本来的な意味を認識できなくなっているとしても、文
化的伝統は痕跡として集落に残存している。こうした観
点から、春日集落を構成する様々な要素は、東⻄文化
交流に基づいて形成された独特の文化的伝統を現在に
伝える貴重な関連文化財群である。 
 
 

 
春日集落と安満岳空撮（撮影；日暮雄⼀） 
 
【関連文化財群の構成】 
・平⼾島の文化的景観（国選定文化的景観） 
・家屋へと続く石階段と石垣と伝統的な⽊造家屋 
・キリシタン時代の墓地が発掘された丸尾⼭ 
・集落での生活を⽀え続けた生業の場（棚田） 
・聖地中江ノ島 
・安満岳の参道 
・集落内の石造物群 
・春日集落拠点施設 
・関連資料（安満岳図、春日牧垣図、宣教師書
簡、納⼾神ほか） 

 

 

 
家屋へと続く石階段と石垣と伝統的な⽊造家屋 
 

 
3 ⼈隠れ（3 ⼈の潜伏キリシタンが身を潜めたという。） 
 

 
キリシタン時代の墓地が発掘された丸尾⼭ 
 

  
集落での生活を⽀え続けた生業の場（棚田） 
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 関連資料 
               

               
              聖地・中江ノ島 
 

               
              安満岳の参道 
 

                
集落内の石造物群（祀りの対象） 

 

               
春日集落拠点施設（ガイダンス施設） 

 

 
安満岳図（1644） 
 

 
春日牧垣図（1799） 
 

 
春日集落の様⼦が記された宣教師書簡（16C） 
 

 
かくれキリシタン信仰の継続を証明する納⼾神（オテン
ペンシャ） 
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（１）春日集落と安満岳を構成する要素（国選定重要文化的景観） 

①家屋； 教会堂を建てることができなかった潜伏時代には、主に家屋内に信仰空間が形成さ

れ、主にザシキと呼ばれる部屋で様々な⾏事が執り⾏われた。春日で継承されてきたキリシタン講

も、その本来の意味を失いつつも、講宿を持ちまわりしながら⾏事を継続してきた。今でも春日集

落のいくつかの家屋には納⼾神と呼ばれる御神体（キリシタンの祭具など）があり、仏壇や神棚

などと共に祀っている。 

②集落内の要素； 集落内に分布する要素として、墓地や石造物がある。石造物には、殉教に

由来するなどキリシタンに関する伝承を持つものがあり、住居がある辺りに集中している。安満岳

は、修⾏者にとっての霊⼭でありながら、周辺地域の⼈びとについては、いつの時代も身近な信仰

の対象であり、頻繁にお参りされていた。春日のかくれキリシタン信者がキリシタン祠と呼んだ安満

岳頂上部分に設置された薩摩塔は、12〜13 世紀のものと特定されているが、キリシタン祠と呼

ばれる石造物についてはいつ設置されたものか証明することは難しい 。 

③道・農地； 集落内には２つの遺跡（丸尾⼭遺跡・堂⼭遺跡）と、そこで今も⾏われている

祀りがある。かつては棚田を巡る農耕に関連する祀りも⾏われていた。発掘調査を⾏った丸尾⼭

の⼭頂部のキリシタン墓地遺構と現在⾏われている神道の祀りとの関連性を証明することはでき

ないが、丸尾⼭は現在も春日集落にとって聖地であることから、潜伏時代以前の聖地（十字架

が⽴てられたキリシタン墓地）がその後も影響をもって存在していたことも考えられ、かくれキリシタン

の伝統文化において、特別な意味を持つ可能性もある。また、安満岳を参詣するための道も存

在する。農地は、単なる生業空間ではなく、そこでは様々な祀りや祈りが⾏われている。 

④安満岳； 安満岳は古くから信仰されてきた聖地であり、地域の⼈々も⼭に登り神社ととも

に、周辺の石造物を崇拝している。春日のかくれキリシタン信者は、集落から⼭へのぼり、寺や神

社をお参りしした後に、⼭頂のキリシタン祠にも⼿を合わせたという。⼭頂周辺は、アカガシ林が分

布し、鳥居や巨石による結界によって囲繞される明らかな聖域がある。その周辺は、近世には草

地として⽤いられ、その後は耕地の開拓や薪の利⽤といった⼟地利⽤とともに、春日集落とも密

接な関わりを持っていたことが分かっている。 

  
写真 79 丸尾山で⾏われる神道の祀り           写真 80 安満岳山頂の石祠 
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図 58 農山漁村集落（春⽇集落と安満岳）にみる関連文化財群 

 

中江ノ島 

ガイダンス施設 
丸尾山 

棚田 

石祠 

参道 

三人隠れ 

石造物 

伝統的木造家屋 
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６－２－８．下方街道にみる関連文化財群 

関連文化財群の概要 文化遺産および周辺環境 
 
歴代の平⼾藩主は、「両⼭参り」として在国中に、

志々伎⼭と安満岳に登ることを慣例としていた。中でも、

最も熱⼼であったのが平⼾松浦家第 35 代熈
ひろむ

（観
か ん

中
ちゅう

）であった。平⼾島を縦断するこの街道は下
し も

⽅
か た

街道
と呼ばれ、街道沿いの様⼦は、下⽅街道図絵に詳細に
描かれている。この絵図は当時の様⼦をうかがい知ること
ができる貴重な資料である。また、絵図に描かれる地名
や建造物などは今も現存しているものも多く、平⼾島を
縦断する下⽅街道と街道沿いに分布するこれらの要素
は、⼈々の流通往来の様⼦を今に伝える関連文化財
群である。 
 
 

 
安満岳の参道 
 
【関連文化財群の構成】 
・⻲岡神社 
・安満岳 
・志々伎⼭ 
・街道の⼀部 
・古田村本陣跡 
※その他、下⽅街道図絵には多くの地名や建造物
が描かれている。 

 

 

 
⻲岡神社 
 

 
安満岳 
 

 
志々伎⼭ 
 

 
現存する街道の⼀部 
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 関連資料 
               

               
              古田村本陣跡 
 

               
              街道を歩くイベント（川内峠周辺） 
 

 
街道を歩くイベント（安満岳参道） 
 
 

 

 
下⽅街道図絵（1806-1841） 
 

 
下⽅街道図絵（中野、安満岳周辺） 
 

 
下⽅街道図絵（古田、本陣周辺） 
 

 
下⽅街道図絵拡⼤（古田村本陣周辺） 
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（１）下⽅街道 

 平⼾島北部の平⼾城下から南部の志⾃岐神社までを結んでいる下⽅街道（総延⻑ 9 ⾥ 6

丁 35,970m）は、⼈々の流通往来や藩主の参詣など、平⼾藩時代における重要な道であっ

た。下⽅街道が、いつから街道として成⽴したのかは定かではないが、慶⻑ 9 年（1604）の国

絵図では朱引きで平⼾城から志⾃岐⼭までの道が描かれている。 

 江⼾時代に入り、⼈や物資の往来が増えるにつれ、その位置づけは重要なものになったと考えら

れるが、明治以降、⼤正から昭和にかけて近代的な道が整備されていくなかで、⼭中の細道など

を通る不便な箇所を中⼼に次第に利⽤されなくなり、いつしか時代とともに忘れ去られてしまった。 

（２）⻲岡神社本殿・幣殿及び登廊・拝殿・神楽殿 

 明治 13 年（1880）平⼾城下にあった霊椿⼭神社が⽼朽化したため、町部にあった七郎神

社、乙宮神社、八幡神社の 3 社と合祀して⻲岡神社が建てられた。⻲岡神社は、平⼾城⼆の

丸跡に鎮座しており、境内北部中央の⾼い石垣の上に本殿が建てられている。桁⾏ 3 間、梁間

3 間の切妻造で、屋根は鉄板葺、棟に千⽊と鰹⽊が飾られている。入口は桁⾏ 3 間、梁間 3

間の入⺟屋造、本⽡葺で、3 ⾯で欄干を付した廊下が廻り、正⾯に石段が設けられている。 

（３）古田村本陣跡（市認定史跡） 

 平⼾松浦家第 35 代熈
ひろむ

（観
か ん

中
ちゅう

）が両⼭参拝（安満岳白⼭権現、志々伎⼭志⾃岐神

社）のため、本陣として家臣⽴石家に寄宿した事が「家世伝草稿」に書かれている。また、⽴石

家が古田の地に所在したことも「源本 ⻲岡随筆」に残っている。「下⽅街道図絵」の古田に、御

本陣、⽴石氏宅の記載が確認できる。 
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３）文化庁文化財部（2012）『「歴史文化基本構想」策定技術指針』 
４）松浦史料博物館ホームページ,http://www.matsura.or.jp/shiryou/ 
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図 59 下方街道にみる関連文化財群 
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寺院と教会の⾒える風景 


